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山 形県不平鉱山・東宝鉱山付近の地質・鉱床

奥海　　靖＊　　高橋．兵一＊

1．緒　　言

筆者らは昭和28年♀月一9日から1・醐不平・韓両

鉱山付近の，主として銅鉱床の調査を実施したので，こ

こにその結果を報告する。

　両鉱山とも終戦以来ほとんど休山Lていて，稼行当時

の資料にも乏しく，富鉱部はほとんど採掘済であ窮坑

道の崩落等で入坑不能な部分が多い。

　　　　　　’2．位置および交通

調査地域は山形市南村山郡東村大字古屋敷および萱平

にまたがつている。『

各鉱山に至るには，次の径路による。’
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　調査地域は宮川あ上流萱平川の南側にあたり，その南

東隅に番城山（1，323．O　m），南西隅に不平山（1，006．6m）

．が聾立する。

　付近の地質は基盤をなす花闘閃緑岩とこれを覆う第三
』
系
緑 色凝灰岩層ならびに石英粗面岩岩脈からなる。

　緑色凝灰岩層は大部分緑色の凝灰岩からなるが，とこ

ろにより、頁岩・礫質凝灰岩あるいは安山岩質饗灰角礫岩

の部分も昂り，また変朽安山岩流を挾むこともある。

4．鉱山各論

4．1不．平鉱山

鉱区および鉱業権者

鉱区番号

　鉱種名
　鉱区所在地

鉱業権者

沿革および現況

山形県採登104号，1118号

金・銀・銅・鉛・亜鉛

山形県南村山郡東村字久保川

鎌倉市扇谷121金窪安三

　明治末期より，大正初期にわたり6～ク年間アルホー

ズ石鹸会社により稼行され，その頃一時現場において製

＊　価台駐在員事務所

錬を行なつたという記録があり，その後鈴木梅広がrバ

ンセイ鉱山」と改名し，開発に努めたが坑外設備に資金

を消費して休山，昭和15年現権者が買収し，同18年頃

もつとも盛んに出鉱をみ目産精鉱へ5tを出したという。

終戦後は休山している。

　鉱床
　本鉱床は現在みられる坑道では，花嵩閃緑岩中に胚胎

し，本鑓，副鍾と称された2条が知られている。

　本鑓は走向N50～600E，傾斜600Sで黄銅鉱を主と

し，黄鉄鉱・方鉛鉱・閃璽鉛鉱等を伴う石英脈である。

坑道は下部から大切坑，1番坑・2番坑・3番坑・本

・坑・二俣坑が知られているが，現在入坑可能な坑道は1

番坑およびその中段と2番坑の一部である。

　1番坑は粘土脈を掘進し約120mの箇所で2cm弱の

ピリ鑓に逢い，さらに約651n位で本鑓に逢着し約60m

鍾押しており，鉱況は掘上り手前がや』良好，その先はノ

ほとんど脈石だけの部分が多く，引立は断層により切ら

れているQ

　中段では左鑓押が鉱況良好であるが，その引立は断層

で切られ，・鍾先は不明である。

　2番坑は掘上り地点付近がみられるにすぎないが，こ

れより上部はすべて採掘済と思われる。、

　1番坑と2番坑地並間に若干の未採掘鉱量が見込まれ

るQ

　副鑓は2番坑より上部のみでみられ，本鍾の上盤より

分岐した部分が観察される・概して走向1N60。W〕、傾

斜70～800S，脈幅1mの黄銅鉱を含む鉱脈である。案
内人の話では品位もよく，P当時盛んに稼行されたという。

分析結果は次のとおりである。

番号IF・・［F・21F・31F・41F・51F・61F・71F・8

Cu（％） 0．19 16．20

4．2東宝鉱山
鉱区および鉱業権者

鉱区番号

鉱種名
鉱区所在地

8．0 5．898．046．90 7．15 5．44

山形県試登7，062号，8，651号

金・銀・銅・鉛・亜鉛

山形県南村山郡東村大字久保川および

萱平

　鉱業権者東京都大田区馬込町2の903檀上登

沿革および現況
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昭和15年5月福島県の菅野議により稼行され，露頭

下部より立入を切り30mで着鉱した。当時鍾幅約0．5

mでCu品位8％の鉱石を採鉱し，日立鉱山に売鉱し

たといわれる。同16年12月阿部倉治がこれを譲り受け

N400Eの鉱脈を約20m鑓押し，・さらに坑口より9m

の地点から走向N25。Wに交わる鉱脈を約5m鍾押し

ているo

黄銅鉱はきわめて少量で局部的にみられるにすぎな
　　　、

第．1表　阿部倉治開発当時

年　，別

昭ユ8・年

19〃

20〃8月まで

　　ノ22〃5月まで

23〃8月まで

、鉱　種

CuラPb，Zn

〃

〃

〃

〃

粗鉱量
　（t）

720

1，170

980

480

320

1
品
　
　
位

Cu　PbiZn

2．231　7i　10

〃i　〃i　〃

精　鉱　量
　（t）

240

360

280

96

64

品　　位，

Cu　PblZn
6　　5　　15

6．5i6．5i　118

7　　7　　　18

10　　9　　20

10　　9　　　20

同18年から稼行し終戦とともに休山した。その後同22

年再開されたが同23年に休山し，同26年現権者に譲渡

され，．若干採鉱された。

阿部倉治開発当時の生産は第1表のとおりである。

、その後現権者に移つてからは2年6ヵ月間に粗鉱

160（t）を出鉱した。

鉱床
本鉱山の鉱床は緑色凝灰岩中の裂か充墳鉱床で，一般

走向N80QW，傾斜平均600S，脈幅平均50cmであr
る。鉱石鉱物は，黄銅鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱・鉄鉱で脈

石は石英である。

坑道は下部から大切坑・3番坑・2番坑・1番坑の各

坑道が知られているが，現在みられるのは3番坑とその

2憩上の中段の一部である。3番坑の西押坑道では鉱脈、

は断層で切られ，東押坑道でも充墳されて不明であるが

断層で切られているようである。現在みられるところで

は中段に鉱脈がわずかにみうれるのみで，その他はほと1「

んど採掘済と思われる。

・鉱石の分析結果は次のとおりである。

番引丁・・IT・21T・31T・41T・51T・6！T・71T・8

いo

　探鉱坑道は坑口をつけた程度で鉱脈は花嵩閃緑岩中に

．あり，走向N40。E，傾斜700Eでわずかに黄鉄鉱を

伴う脈幅約20cmの石英脈である。

　花嵩閃緑岩と緑色凝灰岩との間の境の断層裂かを充墳

した石英脈で，鉱石鉱物はほとんどみられない。

Cu（％） 5。322．591．583199 1．84 3．23 1．14 2．53

4．3　その他の旧坑内の鉱床

花嵩閃緑岩中の低品位の黄銅鉱・黄鉄鉱・石英脈で，

i走向N40～500E，傾斜．70q　E，脈幅平均40Q　cmであ・1

る・走向延長約10mで断層で切られ，その先はまつた

ぐ粘土脈となっている。

花崩閃緑岩中の黄銅鉱・黄鉄鉱・石英脈で坑道は走向

　　　　　　5．結　語
　本地域の鉱床群は，花崩閃緑岩とこれを不整合に覆う

第三系緑色凝灰岩層との両者に胚胎するが，鉱況は後者’

．において良好である。

　1．不平鉱山について

　2番坑より上部はほとんど採掘済である。観察される

引立は，1番坑および中段のみに限られるがいずれも断

層で切られ，鉱況1も1番坑地並では大部劣勢となるの

で，走向延長および下部への探鉱は期待が薄い6

　今後め探鉱は1番坑と2番坑地並間の富鉱部に限られ

る0

　2．東宝鉱山について

・現在みられるのは3番坑のみであるが，その上部はほ

とんど採掘されたようである。中段では含銅見込品位

2～3％位のものがみられ，3番坑地並では鉛および亜

鉛の品位がや玉高いが大切坑でまつたく脈右だけとなる

といわれ，東西両引立は断層によつて切られている。以

上の状況から察して将来への期待は薄い。

　3．旧坑内の鉱床について

　1・2，3，4いずれも低品位で今後の探鉱でも期待で

きないであろうo

　　　　　　　　　（昭和28年9月調査）
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